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政
府
系
金
融
機
関
は
、
民
間
金
融
機
関
の
み
で
は
適
切
な
対
応
が
困
難
な
分
野
に
お
い
て
、
金
融
的
手
法
に
よ
り
政
策
目
的

の
達
成
を
目
指
し
て
お
り
、
政
府
系
金
融
機
関
が
行
う
融
資
の
要
件
に
「
社
会
保
険
の
適
用
」
を
一
律
に
加
え
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
慎
重
な
対
応
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。


